
亜リン酸資材の施用が数種のナシ病害の発生に及ぼす影響 
                                         
１ 情報・成果の内容 

（１）背景・目的 

ナシ黒星病、ナシ黒斑病、ナシうどんこ病はナシにおける重要病害であり、これら

の被害軽減に関する要望は強いが、近年は新規殺菌剤の利用を除いて新しい対策技術

が講じられていない。そこで、一部の糸状菌に対する影響が報告されている亜リン酸

資材（液肥）を用いて、ナシ病害の発生に及ぼす影響を確認した。 

 

 

（２）情報・成果の要約 

１）本試験では、液体肥料の亜リン酸資材（商品名：ホスプラス、Ｐ２Ｏ５：３１％、

Ｋ２Ｏ：２５％）を供試した。 

２）本資材（５００、１，０００、２，０００倍液）の複数回施用は、ナシ黒星病、

ナシ黒斑病、ナシうどんこ病の発生量に影響し、その被害が減少した。 

３）同施用により、葉の褐色斑点及び葉先枯れ症状の障害が認められ、その５００、    

１，０００倍液では実用上問題となる事例が認められた。 

 

 

２ 試験成果の概要  

（１）２０１２～２０１８年の期間、本資材を５００、１，０００、２，０００倍で複

数回施用し、各病害の発生に及ぼす影響を確認した。 

（２）ナシ黒星病及びナシ黒斑病の発生に及ぼす影響を確認するため、４月上旬～７月

中旬の期間内に４～１１回の施用を行った。 

（３）ナシ黒星病及びナシ黒斑病の発生に及ぼす影響は、５００、１，０００、     

２,０００倍液のいずれでも「大きい～ある」事例が多かった（第１表）。 

（４）ナシうどんこ病の発生に及ぼす影響を確認するため、７月下旬～１０月中旬の期

間内に４～６回の施用を行った。 

（５）ナシうどんこ病の発生に及ぼす影響は、５００、１，０００、２，０００倍液の

いずれでも「ある～やや小さい」事例が多かった（第１表）。 

（６）本資材の施用により、葉先枯れ症状及び褐色斑点症状が認められた（第１図）。そ

の発生量は、５００、１，０００倍液では実用上問題となることが多く、２，０００

倍液では実用上問題とならないと判断した（第１表）。 

 

 

 

 

 

 



第１表　亜リン酸資材の施用aがナシ病害に及ぼす影響（葉，2012～2018）

障 害

発生

程度c

500 4 A～B ＋

1,000 5 A～B ＋

2,000 4 A～B －～±

500 3 A～B ＋

1,000 3 B ＋

2,000 2 B －～±
500 1 B ＋

1,000 4 B～C ±
2,000 2 B～C －

a 散布量は、6～10 L/樹。
b 複数回の試験結果から判断した。

  記号   A：発生に及ぼす影響は大きい（影響価＊80以上），B：同影響はある（同60以上～80未満），

             C ： 同影響はあるが、その程度はやや低い（同40以上～60未満）， D ： 同影響は低い（同40未満）
　　　　　＊影響価＝（1－（処理区の発病度/無処理区の発病度））×100
c 本資材施用による障害として、褐色斑点及び葉先枯れの症状が認められた。

  発生程度　＋：実用上問題となる障害，±：実用上問題とならない障害，－：障害無し
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第１図 ホスプラスの施用による障害症状 

 

３ 利用上の留意点 

（１）本資材の作用機構は、未解明である。 

（２）本資材のラベルに記載されている使用方法（果樹類）は、開花前または果実肥大

期に１，０００～２，０００倍での葉面散布である。開花前の施用は花芽の充実、

果実肥大期の施用は着色向上と品質向上を目的として使用する。 
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